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プログラムの現状と課題
近年，生活習慣病を患う人々が増加している．生活習慣病とは「食習慣，運動習慣，
休養，喫煙，飲酒，ストレスなどの生活習慣を原因として発症する疾患の総称」のこ
とであり，深刻な疾患に深く関与している．その要因には，偏った栄養による食生活
や運動不足，飲酒，喫煙などが挙げられる．これを防ぐためには，過度な喫煙や飲酒
を控えることや，しっかりと栄養を食事から摂取することが重要視されている．ま
た，学校給食や病院食の現場で献立作成業務を担当している栄養士は，摂るべき栄養
素の計算や，食事にかかる金額などを設定する作業を，繰り返し見直す必要があるた
め，献立作成の負荷は高いことがわかる．

図 1: ガザニア
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2.2 Web上のレシピデータを活用

提示するレシピはレシピサイト「ボブとアンジー」から，主菜と副菜カテゴリに含ま
れる料理と，朝食でキーワード検索した料理レシピデータ（必要材料，摂取栄養量，
カロリーなど）をスクレイピングし、参照する。食品価格動向を調査しているサイト
「小売物価統計調査による価格調査」から様々な食品とその価格データをスクレイピ
ングする．次に，料理レシピデータの食材と食材価格データの食材を照らし合わせて
食材コストを計算する．
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プログラムの現状と課題
安藤さんの卒論では 6438個のレシピデータから献立を作成してい
たので、プログラムを起動してから出力まで pc1台の場合 5時間 34
分、pc4台で並列処理を行っても 2時間 34分かかっていた。これで
は時間がかかりすぎているのでプログラムの高速化についてより効
率的な手法を取り入れる必要がある。

新規性
プログラムを改良し、高速化を図る
レシピの追加、嫌いな食材を含むレシピを表示しないようにする
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進捗

レシピの追加について
・eatsmartに軽食が乗っていたので csvに変換するプログラムを
作った
・食材コストを計算することができていないため、レシピを追加し
ても出力されない．
→ difflibについて調べてコストを計算できるようにする

嫌いな食材を含むレシピを表示しないようにすることについて
まだ実装に至ってません
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進捗

並列処理の方法の変更について
・安藤さんの卒論では Daskというライブラリを使って並列処理を
行っていた。しかし大量のデータを扱う際、daskよりも Sparkを
使ったほうが処理速度が速い
→ daskから sparkに置き換えるのに時間がかかっており、まだ実装
できていない
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まとめ

まとめ
・プログラム高速化する方向で研究を進める
・軽食のレシピのプログラムを作った

これからやること
・とりあえず安藤さんのプログラムの理解することを進める。
・軽食を表示できるようにする
・数理最適化の論文について調べ、他に数理最適化を活かせる分野
があれば今のプログラムを応用できないか考える
・大学院試験の勉強を引き続きする
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